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１．はじめに

　日本語においては、（1） に挙げた例のように長音の有無によって単語の意味が変わって

しまうようなペア、すなわち最小対が存在する。

（1） おじさん /ozisaN/ おじいさん /oziRsaN/

 おばさん /obasaN/ おばあさん /obaRsaN/

 大麻 /taima/ タイマー /taimaR/

 都市 /tosi/ 闘志 /toRsi/

　日本語における長音の知覚において重要な音響的手がかりとなるのは母音の持続時間で

あるが［1］、先行する母音の持続時間（［1］, ［2］, ［3］）や発話速度［4］、キャリアフレーズ

の有無［4］、母音の基本周波数（以下、F0 とする）（［5］, ［6］, ［7］, ［8］）などの要因も母音

の長短の知覚に影響を与えることが指摘されている。本研究では、これらの要因のうち、

母音の F0 が母音の長短の判断に与える影響を議論する。

　一般的に、母音の F0 と母音の長さの判断の依存関係に関しては、母音の F0 に変動が

ある場合、そうでない（変動がない、すなわち平坦である）場合に比べて母音が長いと判

断されやすい（以下、F0 変動の影響）ことが指摘されてきた［9］1。日本語の長音の知覚

に関する先行研究においても類似した傾向が観察されているが、一方でこれとは異なる傾

向が存在することも指摘されている［8］。以下では、まず日本語の母音の長短に関する先

行研究において指摘されている F0 変動の影響を概観し、問題点を指摘した後、その問題

点を解決すべく実施した知覚実験の結果を報告する。
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1　 ［9］では弁別実験による知覚される時間の長さが議論されているが、日本語の長音の知覚に関する先行
研究では大半が語（長音を含む語と含まない語）の同定実験、すなわち音韻的な母音の長短を判断し
ているものである。どちらも時間長の判断と母音の F0 の関係を議論しているものであるため、間接的
な比較をすることは可能であると思われるが、直接的な比較は慎重にすべきである。
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２．日本語の母音の長短の判断に対する母音の F0 変動の影響

　F0 の変動と言った場合、可能性としては F0 の下降と F0 の上昇の 2 つが存在する 2。

母音に F0 の下降がある場合、F0 に変動がない場合と比較してその母音は長音だと感じ

られやすくなる（［5］, ［8］）。また、この影響は語内の位置（語頭・語末）によらず観察さ

れる。一方、F0 の上昇については語内の位置が影響することが指摘されており、語末の

F0 上昇は F0 下降と同様に長音の判断を促進するが、語頭の F0 上昇は F0 下降とは逆に

長音の判断を抑制すると報告されている［8］。つまり、語頭における F0 の上昇は他とは

異なったふるまいをするというわけである。こうした語頭における F0 上昇の特殊なふる

まいに対して、［8］は F0 の下降は位置にかかわらずアクセント核の存在の手掛かりとなり、

語末の F0 上昇は平叙文と疑問文等の区別に関与することからともに弁別的であるが、語

頭における F0 上昇は日本語（東京方言）において余剰的であることを指摘し、こうした

機能的違いが語頭の F0 上昇の特殊性を生み出した可能性を論じている。

　［8］の実験の被験者はすべて東京方言（語頭の F0 上昇が弁別的ではない、すなわちア

クセント型や高起式・低起式のようなカテゴリの違いにマッピングされない方言）の話者

であったが、仮に［8］が論じているように、母音の長短の判断に対する F0 上昇の影響の

方向性と語頭における F0 上昇が弁別的であるか否かが関連しているならば、語頭の F0

上昇が弁別的ではない方言であれば東京方言と同様の傾向が、逆に語頭の F0 上昇が弁別

的である方言では東京方言とは異なる傾向が観察されるはずである。

　本研究では、［8］において指摘された語頭における F0 上昇の特殊性について、これが

東京方言以外の方言、特に、語頭の F0 上昇が弁別的な方言においても当てはまるかどう

かを、［8］と同じ刺激のセットを用いた実験を通して明らかにする。

３．知覚実験

3.1.　被験者

　15 名の日本語話者が実験に参加した。被験者の出身地域は、愛知県と三重県がそれぞ

れ 6 名ずつ、大阪府が 2 名、和歌山県が 1 名であった。このうち、愛知方言においては語

頭において高起・低起といった式による対立が見られないため、東京方言と同じく語頭

の F0 上昇が弁別的ではない方言（以下、関東型とする）として、三重・大阪・和歌山の

各方言では、飴（高高）と雨（低高）のような式による対立が存在すると考えられるため、

語頭の F0 上昇が弁別的である方言（以下、関西型とする）として扱うこととする 3。

2　 実際には、下降と上昇を組み合わせた起伏型のような複雑な変動もありうるが、一般的に日本語のア
クセント・イントネーションで生じる F0 変動という観点から、以下では F0 の変動としては上昇また
は下降のみを扱うこととする。

3　 三重方言も大阪方言や京都方言などと同様に式（高起式、低起式）を有する方言である［10］。実験前
に高起・低起のミニマルペアを用いて産出および知覚における区別を確認したところ、今回実験に参
加した関西型方言の被験者はいずれも式の対立を有していた。
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3.2.　刺激

　［8］の実験においては、/mamama/ という 3 音節語の語頭の母音の持続時間および語頭

音節の F0 開始点を操作した刺激が用いられた。刺激には平坦（F0 変動なし：200 Hz で

固定）、F0 下降（300 Hz から 200 Hz まで下降）、F0 上昇（150 Hz から 200 Hz まで上昇）

の 3 系列であった。［8］と条件を揃えて比較するため、本研究の刺激もこれと同様になる

ようにした。具体的には、［8］で用いられたものと同一のトークン（静岡出身の 30 代の女

性の日本語話者が発音した平板型の無意味語 /mamama/）から、以下の手順で刺激を作

成した 4。

　まず、［8］と同じ方法により第 1 音節目の母音 a の持続時間を 10 ms 刻みで 88 ms から

188 ms まで延長し、短母音（/mamama/）から長母音（/maRmama/）に至る音声連続

体を作成した。そうして出来上がった音声連続体のそれぞれの音声の F0 開始点を praat 

[11] により変化させ、平坦、下降、上昇の 3 系列を作成した。平坦系列の F0 は 200 Hz

から開始し、そのまま語の終点まで 200 Hz で固定された。下降系列の F0 は 300 Hz から

開始し、第 2 音節目の母音の開始点で 200 Hz となるよう線形下降するように設定された。

上昇系列の F0 は 150 Hz から開始し、第 2 音節目の母音の開始点で 200 Hz となるよう線

形上昇するように設定された。第 2 音節の母音開始点以降の F0 は、下降・上昇系列とも

に 200 Hz のまま固定された。

3.3.　手順

　被験者は静かな部屋で個人ごとに実験を受けた。被験者は刺激を聞き、それが「マママ」

と「マーママ」のどちらに聞こえるかを 2 択で回答した。1 回の試行は 1 つの刺激から構

成され、各試行はランダムな順序で計 10 回ずつ提示された。実験は練習と本番の 2 部構

成で、練習では音声連続体の両端の刺激（最も短母音に聞こえるものと、最も長母音に聞

こえるもの）のみが、本番ではすべての刺激が提示された。

3.4.　結果

　関東型方言と関西型方言に関して、各系列において刺激が長音だと判断された率をそれ

ぞれ図 1 および図 2 に示す。また、表 1 は被験者別および平均の 50％判断境界値を系列

ごとに示したものである。図から明らかなように、関東型、関西型ともに母音の長音判断

率は第 1 母音が長くなるほど上がっていっており、母音の長短の判断には母音持続時間が

重要な知覚的手がかりとなることが見て取れる。F0 変動の影響を調べるために系列ごと

に平均の 50％判断境界値を見てみると、下降系列が最も判断境界値が低く、平坦はその

4　 トークンの提供を快く承諾してくださった瀧口いずみ氏、儀利古幹雄氏に感謝申し上げる。同一のトー
クンに対して同様のピッチ操作を加えて刺激を作成しているため、本研究の刺激は［8］で用いられたも
のと同じものだと見なすことができる。
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次で、上昇系列は最も判断境界値が高いという順序となっており、この点も関東型、関西

型方言に共通していた。

　被験者の回答（長音・短音）を依存変数、第 1 音節の母音持続時間（連続変数）、F0 の

変動（名義変数：上昇・平坦・下降）および方言グループ（名義変数：関東型・関西型）

を独立変数とするロジスティック回帰分析により分析したところ、F0 の変動の主効果は

有意であり（W 2 = 58.552, df = 2, p < 0.001）、多重比較（α’ = 0.05/3 = 0.017）の結果、

判断境界値の差はすべてのペア間で有意であった。また、方言グループの主効果が有意で

あり（B = -0.617, W 2 = 32.306, df = 1, p < 0.001）、関西型グループの方が刺激を長母音だ

と判断しにくい（平均の判断境界値が高い）と言えることが明らかとなった 5。また、F0

の変動×方言グループの交互作用は有意ではなく（W 2 = 1.636, df = 2, p = 0.441 （n.s.））、

今回の実験においては判断境界値に対する F0 変動の影響の出方が方言グループによって

異なるとは言えないことが明らかとなった。第 1 音節の母音持続時間の主効果は、当然の

ことではあるが、有意であった（B = 0.124, W 2 = 1141.687, df = 1, p < 0.001）。

　以上のように、関東型・関西型の両グループとも、下降系列は平坦系列と比べて長音だ

と判断されやすく、F0 下降が長音の判断を促進するという［5］や［8］の指摘を支持する結

果となった。同様に、両方言グループともに上昇系列は平板系列と比べて長音だと判断さ

れにくく、語頭においては母音の長短判断に対する F0 下降と F0 上昇のふるまいが異な

るという［8］の実験結果と同様の傾向が観察された。これは、語頭において、同じ F0 の

変動であるにもかかわらず、F0 下降は長音の判断を促進するのに対し、F0 上昇は長音の

判断を抑制するという［8］の指摘が、東京方言以外の方言においても当てはまることを意

味する。

　語頭の F0 上昇が長音の判断を抑制することに関して、［8］は語頭における F0 上昇の機能

に基づく説明をしている。この説明が正しければ、本研究の関東型グループでは F0 上昇が

長音の判断を抑制する（［8］の実験結果と同じ）傾向が観察されるのに対し、関西型グルー

プでは F0 上昇が長音の判断を促進する傾向が観察されることが予測されたが、実験におい

てはどちらの方言グループにおいても F0 上昇は長音の判断を抑制する方向に働いていた 6。

5　 ただしこれは被験者が十数名程度である今回の実験結果においてそうであったということであり、必
ずしも一般的なことであるとは限らないので注意が必要である。これ以外の分析結果についても同様
である。

6　 被験者によっては上昇系列の方が平坦系列よりも判断境界値が（若干ではあるが）低くなっている場
合があったが、そのような例は関西型だけではなく関東型の被験者にも見られるものであったため、
あくまでその被験者個人の特徴であり、語頭における F0 上昇の弁別性の違いに結び付けることは難し
いものだと考える。



137

語頭における F0変動と母音の長短の知覚 

 

1 

 
 

2 

 
 

図 1．関東型方言話者の各系列における長音判断率

図 2．関西型方言話者の各系列における長音判断率

表 1．被験者別の各系列における判断境界値
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3.5.　考察

　本研究では、語頭における F0 変動の影響に関して、東京方言以外の方言の話者を被験

者とし、F0 下降と F0 上昇の間にふるまいの違いが観察されるかどうかを調べた。結果

として、［8］が指摘するように、F0 変動がない場合と比べて F0 下降は長音の判断を促進

するのに対し、F0 上昇は長音の判断を抑制するという傾向が観察された。本研究の被験

者は東京方言以外の話者であったことから、［8］が指摘したこの傾向は東京方言以外にも

当てはまると言ってよいであろう 7。

　以上のように、［8］の指摘は事実としては蓋然性が高いものだと認められるが、こうし

た現象が生じる理由に関する［8］の説明については、再考する必要がある。すでに述べた

ように［8］は語頭の F0 上昇が東京方言において余剰的である（弁別的ではない）ために、

語頭での F0 上昇のみが特殊なふるまいをする可能性を指摘している。この説明に基づく

と、語頭において F0 上昇が弁別的な方言の話者であれば語頭での F0 上昇は特殊なふる

まいをしない、すなわち F0 下降と同様に長音の判断を促進する方向に働くことが予測さ

れる。これに基づけば、本研究の被験者のうち、関西型グループの被験者は F0 が上昇す

る系列において F0 が下降する系列と同様に長音の判断をしやすい（判断境界値が下がる）

ことが予測される。しかしながら、本研究の実験結果はそのようにはならず、むしろ［8］

で行われた東京方言話者に対する実験と同様の結論が得られた。このことから、［8］の余

剰性に基づく説明は現象をうまく説明できないことになり、別の何らかの説明が求められ

ることとなるであろう。

４．結論

　本研究では、日本語（東京方言）の語頭長音の知覚において、F0 下降は長音の知覚を促

進するが F0 上昇は逆に長音の知覚を抑制するという指摘が、東京方言以外の話者につい

ても当てはまるかどうかを知覚実験により調べた。その結果、本研究の被験者の方言は先

行研究とは異なるものであったが、先行研究の指摘通り、語頭長音の知覚において F0 下

降は長音の知覚を促進するが F0 上昇は逆に長音の知覚を抑制するという結果が得られた。
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7　 ただし、被験者ごとの判断境界値を見てみると、すべての被験者が同じ傾向を示しているというわけ
ではなく、F0 の変動の影響を非常に強く受ける者もいれば、ほとんど影響を受けない者もいた。よって、
本研究での F0 変動の影響に関する議論は、ある程度まとまった量のデータを取った時に観察される平
均的な傾向として捉えるべきものである。



139

語頭における F0変動と母音の長短の知覚

参考文献
［１］.　 藤崎博也・杉藤美代子「音声の物理的性質」『音韻（岩波講座 日本語 5）』, 岩波書店 , 1977 年 , 

pp.63-106.

［２］.　 Hiroya Fujisaki, Kimie Nakamura, and Toshiaki Imoto. “Auditory perception of duration of 

speech and non-speech stimuli.” In G. Fant and M. A. A. Tatham （eds.）. Auditory Analysis and 
Perception of Speech, 1975, pp.197-219. London: Academic Press.

［３］.　 竹安大・儀利古幹雄「母音の長短の判断における非対称性：隣接音節の母音持続時間の影響」『音

韻研究』（日本音韻論学会編），開拓社，第 13 号，2010 年, pp.13-20.

［４］.　 Yukari Hirata, and Stephen G. Lambacher （2004）. “Role of word-external contexts in native 

speakers’ identification of vowel length in Japanese.” Phonetica , 61, 2004, pp.177-200.

［５］.　 Keisuke Kinoshita, Dawn. M. Behne, & Takayuki Arai. “Duration and F0 as perceptual cues to 

Japanese vowel quantity”, Proceedings of the 7th International Conference on Spoken Language 
Processing, 2002. Online: http://www.splab.ee.sophia.ac.jp/papers/2002/2002_03.pdf, accessed on 2 

Sep, 2009.

［６］.　 Heike Lehnert-LeHouillier. “The influence of dynamic F0 on the perception of vowel duration: 

cross-linguistic evidence.” Proceedings of ICPhS Saarbrücken, 16, 2007, pp.757-760.

［７］.　 Heike Lehnert-LeHouillier. “A cross-linguistic investigation of cues to vowel length perception.” 

Journal of Phonetics , 38, 2010, pp.472-482.

［８］.　 Izumi Takiguchi, Hajime Takeyasu, and Mikio Giriko. Effects of a dynamic F0 on the perceived 

vowel duration in Japanese. Proceedings of Speech Prosody 2010  （the 5th International 

Conference of the Speech Prosody Special Interest Group （SProSIG） of the International 

Speech Communication Association （ISCA））[CD-ROM], 2010, 100944: pp.1-4. （Online: http://

speechprosody2010.illinois.edu/papers/100944.pdf）

［９］.　 Ilse Lehiste. “Influence of fundamental frequency pattern on the perception of duration.” Journal 
of Phonetics , 4, 1976, pp.113-117.

［10］.　 平山輝男他（編）・丹羽一彌他（著）『三重県のことば』, 明治書院 , 2000 年 .

［11］.　 Paul Boersma, and David Weenink. “Praat: doing phonetics by computer （Version 5.0.46）” 

[Computer program]. Retrieved January 14, 2009, from http://www.praat.org/


